
104 知的資産創造／2016年4月号

連載 企業変革のためのIT戦略
企業変革のためのIT戦略

第 1回　IT化による製品・サービスの
イノベーション（前編）

る顧客価値を根本から見直し、「製品・サー
ビスのイノベーション」に役立てる、という
ものである。現在、インターネットを経由し
て顧客の反応を直接収集したり、ネット上の
コミュニティを使って意見を吸い上げたりす
るなどして、新しい製品の創出やサービスの
提供方法の変更に挑もうとする動きが出てき
ている。

2 つ目は、「業務プロセスのイノベーショ
ン」である。機械や製品など物理的なモノに
センサーを取り付け、ネットワークに接続し
て収集した情報を活用することは、モノのイ
ンターネット（IoT：Internet of Things）と

Ⅰ	 IT化による3タイプのイノベーション

世界ではITを梃子に、産業革命ともいえ
る動きが進行している。

これまで企業のIT化というと、会計シス
テム、受発注システム、人事管理システムな
どを導入して、社内業務の効率化を進め、コ
スト削減を目指すというものが多かった。し
かし、現在盛んに試みられている企業のIT
化を分類すると、大きく 3 つのタイプのイノ
ベーションに主眼を置かれていることが分か
る（表 1 ）。

1 つ目は、顧客理解を深めて自社が創造す
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世界では、IT（情報技術）を梃子に新しい産業革命ともいえる動きが進行して
いる。しかし多くの日本企業は、その波に乗り切れているとはいいがたい状況にあ
る。
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呼ばれる。それによって効率性や生産性の向
上のみならず、業務プロセス自体も一変させ
るようなIT活用事例も出始めている。

3 つ目は、「ビジネスモデルのイノベーシ
ョン」である。製品・サービスや業務プロセ
スのイノベーションにとどまらず、自社が提
供する価値を根本から見直し、従来の「モノ
価値型ビジネス」から「情報価値型ビジネ
ス」への転換を支えるためのIT活用である。

こうしたIT化による革新的な取り組みは
欧米企業が先行していることが多いが、日本
でも新しいIT活用に挑んでいる企業は存在
する。

この連載では、IT活用によりイノベーシ
ョンに取り組んでいる、さまざまな業種の企
業を紹介する。

第 1 回で取り上げるのは、ITを活用した
「製品・サービスのイノベーション」のう
ち、マラソン用セミカスタマイズのランニン
グシューズにおける開発・提供の事例であ
る。

Ⅱ	 アシックスのビスポーク・ランニングシューズ

1	 セミカスタマイズで
	 個別ニーズに応える

アシックスは、兵庫県神戸市に本社を置く
スポーツ用品メーカーである。

1985年、アシックスは社内に「スポーツ工
学研究所」を設立し、それまでの「職人芸」
による製品開発から、科学的なデータを基に
した開発へと転換していった。

スポーツ工学研究所には、トップアスリー
トのための三次元足型計測器や、動作分析設
備などがあった。これらを多くの一般顧客が
利用できるようにすれば、市民ランナーにも
希望するシューズを提供できるようになり、
自社製品の付加価値を大きく高めることがで
きると考えた。

このようにして、マラソン大会に出場する
ような、本格派ランナー向けにセミカスタマ
イズされたランニングシューズを提供する

「ビスポーク・ランニングシューズ」のサー

表1　ITを活用した企業のイノベーションの分類

イノベーションの分類 概要

製品・サービスのイノベーション
ITを活用し、製品の稼働状況、顧客情報を収集、分析し、顧客理解を深める

より深い顧客理解から、顧客が望む製品やサービスを生み出し、提供する

業務プロセスのイノベーション

ITを活用し、製品や従業員の稼働状況に関する情報を収集、分析し、業務品質や生
産性に関する理解を深める

より深い業務理解に基づき、業務プロセスの改革を実施し、品質、生産性向上につ
なげる

ビジネスモデルのイノベーション

ITを活用し、顧客理解を深め、製品、従業員の稼働状況をより高精度で把握するこ
とができるようになる中で、新たな価値が生まれる機会が生じる

機会を活かすことで、新たなビジネスモデルを生み出すことができる
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ビスが開発された。
ヨーロッパでは古くから、個人の足のサイ

ズを測って木型を作り、そのメンテナンスを
しながら作る靴を「ビスポーク靴」と呼んで
いる。アシックスはITを使って、それに近
いことをランニングシューズで試みたのであ
る。

アシックスの直営店には、センサーがつい
た足の計測装置があり、ランナーは店頭で中
に敷くソールを自分の足に合わせてあつらえ
ることになる。店のバックヤードでは、専門
のスタッフが顧客の選んだ靴とカルテを見な
がら、最適なソールを設計する。靴そのもの
は汎用品であるが、ソールをカスタマイズす
ることで、顧客一人一人の足にフィットする
最高の靴を提供することができるのだ（図 1 ）。

2	 ビジネスモデル変革の可能性
アシックスは従来、メーカー視点で既製靴

を製造し、それを販売することで対価を得る
というビジネスを行っていた。現在はそこか
ら一歩踏み出して、顧客視点での「セミカス
タマイズ」という価値を提供するビジネスを
行うようになった。NRIでは、これを「交換
価値の提供」から「使用価値の提供」へと、
価値モデルの転換を図った事例だと考えてい
る。

顧客に対する付加価値をいかに課金モデル
に反映させていくかは、メーカーにとって難
しい課題である。しかし、アシックスの「ビ
スポーク・ランニングシューズ」サービスの
ように、顧客が感じる使用価値を高めること
により、製品ベースの課金モデルから、サー
ビスに対価を払ってもらうモデルに転換でき
るようになる。 1 回で製品を売り切って、そ
こで顧客との関係が切れるのではなく、ソー
ルの修繕や交換、あるいはリピート購入をし
てもらう。集積したデータを基に、運動快適

図1　アシックスのITを活用した製品・サービスイノベーション
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性やトレーニング方法を提案することによ
り、顧客の維持・定着を図っていくことで、
製品のコモディティ化から脱することが可能
になる。

さらに、スポーツをする人だけでなく、
「歩行快適性」という使用価値を提供できる
ようになれば、一般の人にも対象を広げるこ
とができる。実際、アシックスは走ることに
適したビジネスシューズなども手掛けてい
る。「スポーツを通して、すべてのお客様に
価値ある製品・サービスを提供」し、「スポ
ーツで培った知的技術により、質の高いライ
フスタイルを創造」してくれようとしてい

る。
店頭に置かれているのは足の計測装置のみ

だが、クラウド上には全世界の約60万人分に
及ぶフットプリントが蓄積されている。この
蓄積されたデータをどのように活用し、顧客
との関係構築やサービスの充実に結び付けて
いくかが注目される（図 2 ）。

今回紹介したのは、「製品・サービスのイ
ノベーション」にITを活用した事例である
が、このことは「ビジネスモデルのイノベー
ション」につながっていく可能性を持ってい
るといえよう。

（次号に続く）

図2　アシックスのビジネスモデル変革（NRI予想）
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